
◆
所
管
事
務
調
査

　

野
田
地
区
の
分
割
（
市
か
ら
の
報
告
）

○
こ
れ
ま
で
の
経
過

	

　
昭
和
41
年
の
東
刈
谷
駅
の
開
業
等
に
伴
い
、

市
内
で
一
番
大
き
い
地
区
と
な
る
。

	

　
昭
和
61
年
よ
り
分
割
に
関
す
る
研
究
が
始

ま
る
。

	

　
平
成
25
年
10
月
に
検
討
会
議
が
発
足
し
、

住
民
説
明
会
等
を
経
て
、
26
年
10
月
に
野
田

地
区
よ
り
市
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
。

○
要
望
の
内
容

　
①	

野
田
地
区
を
小
学
校
区
（
朝
日
・
東
刈

谷
）
で
二
分
割

　
②	

地
区
名
は
、
野
田
地
区
及
び
東
刈
谷
地
区

　
③	

分
割
開
始
時
期
は
平
成
27
年
４
月
１
日

〔
問
〕
分
割
に
よ
る
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

〔�

答
〕
地
域
行
政
事
務
な
ど
が
効
率
よ
く
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
地
区
全
体
に

目
が
届
き
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
き
め
細

か
い
対
応
が
可
能
に
な
る
。

　
そ
の
他
、
「
親
善
大
使
」
「
地
域
防
犯
夜

間
巡
回
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

技
能
五
輪
全
国
大
会

〔�

問
〕
会
場
を
誘
致
し
て
実
施
し
た
大
会
の

評
価
は
。

〔�

答
〕
来
場
者
は
目
標
で
あ
っ
た
１
万
１
，

０
０
０
人
を
１
万
人
上
回
り
、
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
刈
谷
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
刈
谷
駅
周
辺
の
喫
煙
対
策
」「
交

通
児
童
遊
園
の
移
動
販
売
」「
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

街
路
樹
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

〔�

問
〕
江
戸
川
区
の
街
路
樹
管
理
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。

〔�

答
〕
路
線
ご
と
に
街
路
樹
の
目
標
樹
形
を

定
め
て
管
理
し
て
い
る
こ
と
や
委
託
業
務

の
質
的
向
上
を
図
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は

参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
「
避
難
道
路
沿
道
の
家
屋
の
耐

震
化
」
「
刈
谷
駅
北
地
区
市
街
地
再
開
発
」

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

企
画
総
務
委
員
会

福
祉
経
済
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

委
員
会
の
動
き

目　
　

的

　
高
齢
化
率
が
28
％
を
越
え
る
千
葉
県
柏
市
豊と

よ

四し

季き

台だ
い

団
地
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
取
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
本
市
の
保
健
行
政

に
つ
い
て
を
再
考
す
る
。

視
察
内
容

　
医
療
部
門
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に
、
病
院
に
理

解
を
求
め
、
多
種
の
専
門
医
に
よ
る
「
顔
の
見
え
る

研
修
会
」
を
開
催
し
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

ル
ー
ル
作
り
や
市
民
へ
の
啓
発
と
意
識
改
革
の
た
め

に
年
間
60
回
以
上
に
及
ぶ
意
見
交
換
会
な
ど
の
開
催
、

在
宅
ケ
ア
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
の
説
明
会
も
開

催
し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
「
柏
地
域
医
療
連

携
セ
ン
タ
ー
」
で
は
病
院
か
ら
在
宅
に
戻
る
際
の
調

整
支
援
や
、
多
職
種
に
よ
る
在
宅
医
療
・
看
護
・
介

護
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
、
在
宅
医
療
に
係
る
医

師
の
研
修
機
能
、
市
民
相
談
等
に
関
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

目　
　

的

　
自
治
体
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
地
域
へ
の

愛
着
を
育
み
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
定

住
人
口
の
増
加
を
図
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取
組
み

を
学
ぶ
。

視
察
内
容

　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
広
報
課
を
新
設
し
、
多
岐
の
所

管
に
渡
る
取
組
み
を
統
括
的
か
つ
戦
略
的
に
１
つ
の

政
策
課
題
と
し
て
実
行
し
て
い
る
。

　
地
域
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
取
組
み
が
３
段
階
の

ス
テ
ッ
プ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
は
第
１
段
階
の

市
民
を
「
ま
き
こ
む
」
取
組
み
と
し
て
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
情

報
発
信
力
を
強
化
す
る
た
め
「
ま
ち
の
情
報
誌
」
の

発
行
、
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
「
か
す
か
べ
フ
ー

ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
認
定
、
地
域
資
源
等
を
再
認

識
す
る
た
め
の
親
善
大
使
の
任
命
な
ど
、
ア
イ
デ
ア

を
盛
り
込
ん
だ
多
く
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

感
想
・
成
果

　
柏
市
内
の
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
、
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
在
宅
診
療
所
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
数
は
年
々
増
え
て
お
り
、
自
宅
で
の
看
取
り

数
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
支
援
や
補
助
を
短

時
間
ず
つ
請
け
負
う
「
生
き
が
い
就
労
」
の
確
立
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
柏
市
の
シ
ス
テ
ム
が
刈
谷
市
で
も
参
考
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
柏
モ
デ
ル
の
研
究
を
深
め
て
本

市
に
相
応
し
い
形
を
考
え
て
い
く
。

感
想
・
成
果

　
市
民
が
ま
ち
に
誇
り
や
愛
着
を
感
じ
、
今
後
も
住

み
続
け
た
い
と
思
い
、
市
外
の
人
が
ど
こ
に
住
も
う

か
考
え
た
時
に
刈
谷
市
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
。

　
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
で

あ
る
が
、
市
外
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
前
に
、
住

む
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
を
認
識
し
共

感
し
市
民
全
体
の
運
動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
の

戦
略
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

地域包括ケアシステムの先進事例を研究 シティセールス広報課が発行
広報誌で市の魅力を発信

市とするために
目指して、各委員会で先進都市を視察～ ※印が掲載した項目です。

地域包括ケアシステム構築への取組み
　　－医療・看護・介護等の連携強化を－

　　　　　福祉経済委員会委員長　新 海 真 規

シティセールス戦略を展開する春日部市
　　－市内外から選ばれるまちを目指して－

　　　　　企画総務委員会委員長　清 水 行 男

◆福祉経済委員会（10 月 22 日～ 24 日）
　※千葉県柏市
　　　地域包括ケアシステム構築へ向けた
　　　取組みについて
　　東京都東村山市
　　　むさしの認定こども園について
　　東京都多摩市
　　　島田療育センターについて

◆企画総務委員会（10 月 15 日～ 17 日）
　　千葉県千葉市
　　　消防団支援の取組みについて
　※埼玉県春日部市
　　　シティセールスについて
　　千葉県野田市
　　　空き家対策について

	 かりや市議会だより 平成 27 年 2月 1日	 （4）



◆
所
管
事
務
調
査

　

学
力
向
上
の
取
組
み

〔�

問
〕
学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

〔�

答
〕
少
人
数
授
業
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も

同
士
が
学
び
合
う
授
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
市
独
自
に
実
施
し
て
い
る
総
合
学

力
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、
各
学
校
に
具

体
的
な
指
導
方
針
を
示
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
「
登
下
校
の
安
全
」
「
命
の
教

育
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◆ 

中
学
３
年
生
が
議
会
を
体
験

（
平
成
26
年
10
月
30
日
〜
11
月
14
日
）

　
表
紙
の
写
真
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

市
内
の
全
中
学
校
３
年
生
が
、
「
地
方
自
治

制
度
学
習
」
と
し
て
、
刈
谷
市
議
会
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
議
会
事
務
局
の
職
員
か
ら
議
会
の
仕
組
み

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
模
擬
議

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

・
議
会
の
判
断
が
市
を
変
え
る
と
い
う
、
責

任
感
を
も
っ
て
、
議
員
一
人
一
人
が
刈
谷
の

こ
と
を
決
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

・
議
員
や
市
長
は
み
ん
な
の
代
表
だ
か
ら
、

自
分
の
意
見
に
合
う
人
を
選
ぶ
力
を
身
に
つ

け
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
選
挙
に
行
っ

て
刈
谷
の
発
展
に
協
力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

・
議
長
席
に
座
っ
て
み
る
と
、
自
然
と
気
持

ち
が
引
き
締
ま
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ

り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
話
し
合
う
姿
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
。

・
市
議
会
の
傍
聴
に
行
く
こ
と
で
、
も
っ
と

議
会
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
刈
谷
市
に
望
む
こ
と
】

・
住
民
の
意
見
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
扱
っ
て
、

問
題
の
少
な
い
、
安
全
な
ま
ち
を
持
続
さ
せ

て
ほ
し
い
で
す
。

・
多
く
の
企
業
が
本
社
を
構
え
る
刈
谷
の
特

色
を
活
か
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
Ｃ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
を
図
り
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。

文

教

委

員

会

目　
　

的

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

位
置
す
る
秋
田
県
の
中
心
、
秋
田
市
の
学
校
教
育
に

お
け
る
各
種
取
組
を
学
び
、
本
市
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
に
向
け
た
参
考
と
す
る
。

視
察
内
容

　
小
中
９
年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
、
発
展
的
な
指

導
計
画
の
も
と
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
学
習
指
導
、
生
き
方
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。
小

中
学
生
が
豊
か
な
心
を
育
む
交
流
活
動
に
つ
い
て
も

連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
の
ほ
か
市
の
独
自
調
査
、
県
の
調
査
も
含
め

結
果
を
分
析
・
考
察
し
「
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
」

や
「
実
践
事
例
集
」
と
し
て
体
系
的
に
整
理
し
、
教

員
が
活
用
し
て
い
る
。
実
際
に
効
果
の
あ
っ
た
指
導

方
法
は
、
他
の
教
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

目　
　

的

　
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
設
置
を
今
後
検
討
し
て
い
く
中
、
設
置
に
よ

る
市
民
の
利
便
性
や
経
済
効
果
等
に
つ
い
て
、
浜
松

市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
。

視
察
内
容

　
浜
松
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
総
工
費
16	 .

７
億
円

（
Ｉ
Ｃ
か
ら
市
道
接
続
部
分
ま
で
の
市
負
担
額
は
高

速
道
路
区
域
の
た
め
ほ
ぼ
ゼ
ロ
）
で
あ
り
、
平
成
24

年
４
月
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
主
な
効
果
と
し
て
は
、
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
向
上
や
、
企
業
立
地
・
近
接
す
る
浜
松
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
の
入
場
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
、
防
災

航
空
隊
と
連
携
し
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
三
方
原
・
舘
山
寺

に
も
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、
恵
ま

れ
た
交
通
環
境
を
活
か
し
、
利
便
性
の
向
上
や
観
光
振

興
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
見
据
え
て
い
る
。

感
想
・
成
果

　
秋
田
市
で
は
家
庭
学
習
は
当
た
り
前
と
い
う
考
え

が
風
土
と
し
て
根
付
い
て
お
り
、
子
ど
も
の
高
い
学

力
を
支
え
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
学
力
状
況
調
査
の
分
析
・
活
用

の
よ
う
に
、
現
場
で
指
導
に
当
た
る
教
員
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
大
い
に
参
考
に
す
る
ほ

か
、
家
庭
学
習
の
充
実
に
向
け
て
も
、
地
道
な
指
導

を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

感
想
・
成
果

　
朝
の
慢
性
的
な
渋
滞
緩
和
や
、
物
流
コ
ス
ト
低
減

効
果
に
よ
る
産
業
振
興
、
関
東
方
面
・
関
西
方
面
か

ら
の
物
流
等
の
中
継
地
点
、
ま
た
大
規
模
災
害
時
の

防
災
拠
点
と
し
て
有
効
的
に
活
用
す
る
等
、
様
々
な

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
近
郊
の
県
道
名

古
屋
岡
崎
線
は
、
休
日
に
は
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
道
路
の
改
善
を
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

各種学力状況調査の分析により作成した
指導手引きを全ての教員が共有して活用

スマートＩＣ設置による効果を研究

魅力ある刈谷
～より住みよい、住み続けたい刈谷市を

◆文教委員会（10 月 15 日～ 17 日）
　　岩手県盛岡市
　　　遺跡の学び館について
　※秋田県秋田市
　　　学力向上の取組みについて
　　宮城県仙台市
　　　新たな学校防災教育について

学習指導に学力状況調査を活用
　　－教員をサポートする仕組みとしても有効－

　　　　　文教委員会委員長　加 藤 峯 昭

スマートインターチェンジ設置効果を検証
　　－利便性の向上、産業・観光振興等に繋がる－

　　　　　建設水道委員会委員長　黒 川 智 明

◆建設水道委員会（10 月 22 日～ 24 日）
　　東京都江戸川区
　　　新しい街路樹デザインについて
　　群馬県前橋市
　　　中心市街地活性化等によるまちづくりについて
　※静岡県浜松市
　　　スマートインターチェンジについて
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